6　日記　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すが),菅)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がさ),笠)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にっ),日)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(き),記)　父の約束　着眼点　文法　復習⑥　助詞の復習②　副助詞・終助詞・間投助詞
この eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(み),御)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(やしろ),社)は、よろづの所ⓐよりも、心入れて静かに拝み奉る。さるはむかし我が父なりける人、子持たらぬことを深く嘆き給ひて、はるばるとこの神にⓑしも eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ねぎ),禱)ことし給ひける。 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しるし),験)ありて、ほどもなく、母なりし人、㋐ただならずなり給ひしかば、かつがつ願ひかなひぬと、いみじう eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よろこ),悦)びて、「同じくは eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(をのこ),男)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ご),子)得させ給へ」とⓒなん、いよいよ深く㋑念じ奉り給ひける。我はさて生まれつる身ぞⓓかし。「十三になりなば、必ず自ら率て詣でて、返り申しはせさせんと、のたまひわたりつるⓔものを、今すこし①え堪へ給はで、我が十一といふになん、父は eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(う),亡)せ給ひぬる」と、母なんもののついでごとにはのたまひ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(い),出)でて、涙落とし給ひし。かくてその年にもなりしかば、父の願果たさせんとて、かひがひしう出で立たせて、詣でさせ給ひしを、今は②その人さへ亡くなり給ひにしかば、さながら夢のやうに、

　思ひ出づるそのかみ垣に eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(た),手)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(む),向)けして eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぬさ),幣)より繁く散る涙ⓕかな
袖もしぼりあへずなん。
語注

この御社＝吉野にある子守明神。

禱こと＝神仏に対する願い事。　
返り申し＝神仏にかけた祈願がかなったときのお礼参り。

そのかみ垣＝「そのかみ（昔の過去）」と「神垣」の掛詞。

幣＝神に祈るときにささげる供え物。

問一　下段「内容わしづかみ」の空欄に本文中の語句を書き入れよ。

〔　　　〕が御社に祈ったところ、〔　　　　〕を授かった。作者が十一歳になる年、父は亡くなり、〔　　　〕は父の願いを受けて、〔　　　　〕歳になった私を参詣させた。そのように思い出深い御社に参詣して、懐旧の〔　　　〕を抑えられない。
問二　〔語句〕　波線部ア・イの意味を答えよ（終止形でよい）。　〈4点×2〉

㋐〔　　　　　　　　　　〕㋑〔　　　　　　　　　　〕

問三　　〔文法〕　二重線部ａ～ｆの助詞の種類を選べ。　〈1点×6〉

ア　副助詞　　　イ　格助詞　　ウ　終助詞

エ　接続助詞　　オ　係助詞　　カ　間投助詞

ⓐ〔　　　〕ⓑ〔　　　〕ⓒ〔　　　〕

ⓓ〔　　　〕ⓔ〔　　　〕ⓕ〔　　　〕

問四　〔チェック問題〕　助詞の復習②　副助詞・終助詞・間投助詞

(1)　次の傍線部に間投助詞を含むものを一つ選べ。　〈1点〉
１　ほととぎすの声たづねに行かばや。　（枕草子）

２　光やあると見るに、蛍ばかりの光だになし。　（竹取物語）

３　いかでとく京へもがなと思ふ心あれば、…　（土佐日記）

４　少納言よ、香炉峰の雪いかならむ。　（枕草子）

(2)　１の１・２の傍線部を現代語訳せよ。　〈2点×2〉
１〔　　　　　　　　　　〕２〔　　　　　　　　　　〕
問五　〔読解〕　傍線部①とあるが、具体的にはどういうことか。四十字以内で答えよ。　〈15点〉

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
問六　〔内容〕　傍線部②を、「その人」がだれであるかを明らかにして現代語訳せよ。　〈8点〉

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
問七　〔内容〕　本文の内容に合致するものを一つ選べ。　〈8点〉

ア　作者は、思い入れのある御社へのお参りを誰にも邪魔されず、心静かに行いたいと思った。

イ　作者は、十三歳の時に参詣しようとしたが、気落ちした母を置いて一人行くことはできなかった。

ウ　御社への参詣を果たした作者は、両親への懐旧の涙に暮れ、その思いを歌に詠んだ。

エ　もう一度御社への参詣を長年願っていた作者は、その想いが叶って夢のような気分であった。
〔　　　〕
【解答】
問一　父　男子　母　十三　涙
問二　㋐＝妊娠する　㋑＝祈る　〈4点×2〉
問三　ⓐ＝イ　ⓑ＝ア　ⓒ＝オ　ⓓ＝ウ　ⓔ＝エ　ⓕ＝ウ　〈1点×6〉
問四　(1)＝４　〈1点〉
(2)　１＝行きたい。　２＝光さえ（も）ない。　〈2点×2〉
問五　作者の父が、作者とお礼参りに行くはずだった年まで、生きることができなかったこと。（40字）〈15点〉

問六　母までもお亡くなりになってしまったので、　〈8点〉

問七　ウ　〈8点〉
【補充問題】

問１　「願ひかなひぬ」（３行目）とあるが、ここでの「願ひ」とはどのようなことか。簡潔に答えよ。

問２　①「のたまひわたりつる」（５行目）・②「かひがひしう出で立たせて」（７行目）の主語を答えよ。

問３　「かくてその年にもなりしかば」（６〜７行目）とあるが、「その年」とは何歳か、答えよ。
【補充問題解答】

問１　子を授かること。
問２　①父　②母
問３　十三歳

　
